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輸入飼料 

自給飼料 

乳肉卵 

加工 

チーズ、ヨーグルト､ハム、
ソーセージなど 

１ 畜産とは 

対象となる主な家畜 

乳牛、肉用牛、馬、豚、鶏、山羊、羊、みつばち 
  
これら家畜に与える飼料 

牧草、トウモロコシ、米、大豆､麦などのかす類 

ふん尿 



 月 日        実  施  し  た  主  な  事  項  等 

３月１１日 １４：４６ 震度６強の地震（福島県中通り、浜通り）マグニチュード９．０ 

３月１７日 飼料確保に関する所内科長会議/被災県への飼料確保聞き取り調査 

３月２２日 職員の避難所派遣開始 

３月２４日 所内放射性物質対策チーム立ち上げ 

３月２６日 職員の緊急時環境放射線等モニタリング派遣開始 

４月１５日 原発事故に対応した畜産関連Ｑ＆Ａ（第１版）作成 

４月２０日 （独）農研機構畜産草地研究所那須拠点との関連試験設計協議 

４月２６日 （独）家畜改良センターとの関連試験設計協議 

５月 ９日 （独）農研機構畜産草地研究所（つくば・那須拠点）との関連試験設計協議 

５月１３日 福島県緊急に取り組む試験研究課題設計検討会（県関係機関・独法等） 

５月２０日 職員の計画的避難区域からの家畜移動に関するスクリーニング・衛生検査派遣 

５月２９日 職員の警戒区域における家畜処分派遣 

２ 事故直後の福島県畜産研究所の対応概況 



３ 原発事故による福島県畜産への影響（その１） 

 月 日       畜  産  被  害  事  項  等 

３月１１日 １４：４６ 震度６強の地震（福島県中通り、浜通り）マグニチュード９．０ 

３月２１日 福島県内全域での原乳の出荷制限指示（～６／８特定区域以外解除） 

 
４月１８日 
 
４月３０日 
 

計画的避難区域等からの家畜の移動等について通知 
 
牧草の放射性物質モニタリング調査結果公表（以降、定期的に公表） 

５月１２日 警戒区域内の家畜の取扱に関する原子力災害対策本部長からの指示 

７月 ８日 
福島県産の牛肉の放射性物質の検査結果（東京都中央卸売市場）公表   
 
福島県Ｂ市から出荷された牛肉から放射性セシウム ２，３００Bｑ／ｋｇ 

７月１９日 
 

県内で飼養されている牛の県外への移動（１２ヶ月未満除く）及びと場出荷自粛 

指示（～８／２５） 
 



 月 日      畜  産  被  害  事  項  等 

７月２０日 放射性セシウムに汚染された稲ワラを給与された牛等の取扱いについて通知 

７月２８日 
福島県が出荷できず適期を超過した肥育牛の全頭買い上げ及び経営支援関連対策
を決定 

８月１０日 県内子牛セリ価格（本宮・石川）去勢、雌平均で３１３千円（前年比△７７％） 

８月３１日 牛肉の放射性Ｃｓモニタリング調査結果公表（以降、定期的に公表） 

９月２３日 堆肥の放射性Ｃｓモニタリング調査結果公表（以降、定期に的公表） 

１１月７日 県内食肉市場和牛枝肉５等級平均価格で１，０５４円／ｋｇ（前年比△５０％） 

３ 原発事故による福島県畜産への影響（その２） 



（１） 福島県の家畜飼養状況（飼養戸数・頭数） 

震災、原発事故の影響により、生産基盤の消失と経営中止による人的資源の喪失 

 【乳用牛】 
  飼養戸数は平成23年度に比べ82戸減少し、466戸(H24/H23比 85.0％) 

   〃 頭数は平成23年度に比べ2,300頭減少し、14,800頭(H24/H23比 86.5％)  
 【肉用牛】 
  飼養戸数は平成23年度に比べ940戸減少し、3,080戸(H24/H23比 76.6％) 
   〃 頭数は平成23年度に比べ16,100頭減少し、58,100頭(H24/H23比 78.3％) 

資料：農林水産省「畜産統計」 資料：農林水産省「畜産統計」 
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震災、原発事故の影響により、生産量の急激な低下、畜産生産物価格も低迷。 

【乳用牛】 

 生乳生産量は、平成24年9月6,455t 事故前平成22年9月比、82％程度 

【肉用牛】 

 子牛価格は回復基調にあるが、枝肉価格は依然として低迷している。 

  平成24年12月では、和牛去勢A5で250円/kg、A3で230円/Kg程度市場平均に比べ
安い 
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資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 資料：JA全農福島調べ 
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（２） 福島県内の家畜生産の状況 
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資料：農林水産省「農林水産統計」 
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利用可能 
調査地点
のみ可能 

自粛(農家
毎判断) 

作付なし 

単
年
性 

イネ科作物          

  
  

青刈 19 11 0 21 

乾草・ｻｲﾚｰｼﾞ 14 14 2 21 

イネ科長大作物 26 13 0 12 

永
年
性  

青刈 4 3 35 8 

乾草・ｻｲﾚｰｼﾞ 3 7 34 7 

野
草 

青刈 4 4 35 9 

乾草・ｻｲﾚｰｼﾞ   1 35 16 

資料：県畜産課調べ(被災地域除く51市町村対象) 

（３） 飼料作物等の生産状況 

震災、原発事故の影響により、家畜の飼料生産基盤が壊滅的！ 

【飼料作物】 

平成23年度面積は、県全体で前年度に比べ700ha減少。 

H23牧草面積は前年度比90%、青刈ﾄｳﾓﾛｺｼ面積は前年比82%となった。 

放射性物質の影響  

・いね科長大作物(ﾄｳﾓﾛｺｼ、ｿﾙｺﾞｰ)については県全域で利用可能。 

・牧草は、除染実施後、農家毎にﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ実施後、可否を判断。 

・牧草ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞでは、全体の11%(35/328件)が基準値を上回り、利用不可となった。 

牧草地除染は平成24年度約2,500haを計画(農林地再生対策室調べ)し、700ha実施 

戻る 



平成23年10月13日 

検査計画、出荷制限等の品目･区域の設定･解除の考え方 

クーラーステーション又は乳業工場単位で試料採取を行い､概ね１週間
毎3回連続で要件を満たす場合に、その単位に属する市町村単位で解
除する。（23年4月4日原子力災害対策本部） 

（４）福島県産原乳の出荷制限解除状況について 



（５）計画的避難区域等からの家畜の移動等について 
平成２３年４月１８日 農林水産省生産局畜産部畜
産振興課長、食肉鶏卵課長より通知 

農場によるチェックリストの記入･提出 

家畜保健衛生所による点検 

農場での牛のサーベ
イメーターによる検査
（家畜保健衛生所） 

除染（農家） 

車両による運搬 

サーベイメーターに
よる再検査 

農家が家保立ち会いの下でタイヤ所染 

と畜場､家畜市場、避難先 

１０万cpm超 

１０万cpm超 

平成２３年７月１１月現在 ８，０９２頭スクリーニング検査し、８割は
1000ｐｃｍ未満、最高16000ｐｃｍで除染作業な必要なかった。 



（６）牛肉の出荷・ 
        検査方針の 概 

  要（福島県） 

  （平成24年10月1日 

    以降） 
 
 
 

資料 福島県畜産課 



（７）肉牛の出荷制限とその対応状況（福島県） 

（１）平成２３年７月８日～９日 東京都の食肉モニタリング検査において、 
   Ｂ市産牛肉から暫定規制値を超える放射性セシウムを検出  
（２）Ｂ市産牛肉の出荷及び移動の自粛要請 （県）（７月８日） 
（３）県内全域の肉牛の出荷及び移動の自粛要請 （県）（７月１４日） 
（４）７月１１日～８月６日 肉用牛飼養農家緊急立入調査 
   調査結果 汚染稲わらが給与された又は給与された可能性のある農家数 
        １４３戸（敷料利用含む） 
（５）原子力災害対策特別措置法第２０条第３項に基づく牛の出荷制限（原子 
   量災害対策本部長・内閣総理大臣）（7月１９日） 
（６）県独自の経営安定対策 
    肥育牛出荷円滑化対策 出荷時期を逃した肥育牛の買い上げ １，００１百万 

    肉用牛経営緊急支援対策 飼料の現物支給 １，６１６百万 

    肉用牛経営緊急支援資金 無利子の経営支援資金（利子補給）６２百万円 

（７）牛の出荷制限の一部解除 （８月２５日） 
（８）８月２８日 県内食肉流通センターへの出荷再開 
（９）９月１６日 県外においても全頭検査体制が整い、県外出荷再開 
 
（10）これ以降、暫定規制値を超える放射性物質が検出されたものはない。 
    ※移行期間中新基準値（１００Bq／kg）を超えた案件 ２頭。 



• 現在(H25.10)まで、畜産物等20,921点を実施。 

• 牧草・飼料作物では、１％未満の超過事例がある。 

４ 畜産物の放射線モニタリング実施状況 
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注１：H23は３～3月；H24は４～３月、H25は４～１０月を集計 

注２：食品衛生法暫定規制値 (H24.9.30まで経過措置) 

    牛乳・乳製品：ヨウ素300 → 300Bq/kg、Cs134＋ Cs137合算値200 → 50Bq/kg 

    肉・卵：500 → 100Bq/kg  牧草・飼料作物(牛)： 300 → 100Bq/kg(H24.2.3)    



 ５ 平成２３年度放射線関連成果 

① 牧草地の耕耘による放射性セシウムの吸収抑制 

② 飼料用トウモロコシの生育ステージ別放射性セシウム濃度の推移 

③ ロールサイレージ調製時の放射性セシウム濃度の上昇 

④ 肉用牛における筋肉中放射性セシウム濃度の血液からの推定 

⑤ 放射性物質低濃度汚染環境下における肉用繁殖牛の放牧利用 

⑥ 泌乳牧草地における放射性セシウムの垂直分布 

⑦ 牛におけるゼオライトとベントナイトの放射性セシウム吸収抑制効果 

⑧ 汚染土壌を摂取した肉用鶏における放射性セシウムの挙動 

⑨ 牛ふん堆肥中の放射性セシウムの挙動 

⑩ スーダングラスの放射性セシウムの吸収能力 

 



 ６ 平成２４年度放射線関連成果 

① 泌乳牛へのゼオライト給与による放射性セシウム吸収抑制効果 

② 暫定許容値以下の放射性セシウムを含む粗飼料から生乳への放射性セシウムの移行抑制 

③ 放射性セシウムを含む飼料の給与・中断による繁殖雌牛の尿中放射性セシウム濃度の推移 

④ 放射性セシウムを含む飼料を継続摂取している牛の筋肉及び尿中放射性セシウム濃度の関係 

⑤ 放射性セシウムを含む飼料米を摂取した肉用鶏（地鶏）における移行性の解明 

⑥ 牧草地の耕うんによる放射性セシウムの吸収抑制 

⑦ 芝刈り用機械を活用したリター除去による牧草への放射性セシウムの移行低減 

⑧ 更新牧草地の放射性セシウム暫定許容値の超過要因解析 

⑨ 未更新草地の牧草（ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽ等）の放射性セシウム濃度（移行係数）の動向 

⑩ 更新草地でのオーチャードグラスの放射性セシウム濃度（移行係数）の動向 

11 イタリアンライグラスの移行係数と石灰施用（pH調整）による放射性物質吸収抑制技術 

12 飼料用トウモロコシへの放射性セシウムの移行抑制技術（堆肥、カリ） 

13 放射性セシウムを含む家畜ふんのたい肥化過程における放射性セシウムの溶出に及ぼす影響 

 



試験場所 
更新 
時期 

土質 草種 

畜産研究所 H16 黒ボク土 
ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽ 
ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ 

（１）牧草地における放射性Ｃｓの垂直分布 

直接フォールアウトの影響を受けた１番草のみならず、２・
３番草からも暫定許容値を超える放射性Ｃｓが検出 

 

・牧草地のどこに放射性Ｃｓは存在しているか？ 
・今後、どのような対策を実施し、安全な牧草(生産)をどう
確保するか 
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図１ 牧草地土壌の各層における放射性Ｃｓ濃度 
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ター層、ルート
マットに存在す

る 

７ 牧草に関する試験について 



（２） 試験研究(対策)の展開イメージ 

表層 

深層 

※リター ： 牧草地土壌表面に
ある枯葉等の残さ物 
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図２ 土壌０～５cmの放射性Ｃｓの低減率 
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（３）土壌の放射性Ｃｓの低減率 
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• 反転耕の精度を高めるため前植生を除草
剤で枯らす 

除草剤散布 

• 土壌表層の多く含まれる放射性セシウムを
土中 １５ｃｍ以下へ入れ込む 

プラウによる反転 

• 丁寧に行い、土壌と放射性セシウムの吸
着を促進する 

ハローによる整地 

• 地力回復 たい肥施用で牧草への移行
抑止 ゼオライト等の活用 pＨ矯正  
交換性ｶﾘｳﾑ20mg/100g乾土以上 

土壌改良材・たい肥散布 

• よく混和し、土壌へ放射性セシウム吸
着を促進する １０ｃｍ深までとする 

ロータリー耕による撹拌 

• 播種時期に留意 
ブロードキャスターによる施
肥･播種・ローラーによる鎮圧 

（５） より安全な牧草生産のための草地更新方法 



（１）生乳への放射性Ｃsの移行抑制技術 

・ゼオライト、粘土、ミネラルには放射性物質の吸着効果があるとされている。 
・乳牛で利用可能な添加飼料として、数種類が市販されている。 
・放射性Cs吸収抑制資材としての知見は少ない。 

１ 市販資材の吸収抑制効果は？ 
２ 利用により生産性に影響がでないのか？ 
３ 効果的な利用方法は？  

ゼオライト（5種類） ベントナイト（8種類） 

８ 乳牛に関する試験について 



（２） 放射性物質吸収抑制資材の検討 

   資材によるﾙｰﾒﾝｼﾞｭｰｽ内セシウム濃度の比較 

粘土鉱物を主原料とする13種とその他1種で 

ﾙｰﾒﾝｼﾞｭｰｽ内ｾｼｳﾑ濃度が有意に低下。 
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（ベントナイト）

その他

（酵母等）



減少 
対照区  10.8 

 

２００g区  4.9 

対照区  3.46×10-3 

 

２００g区 1.56×10-3 

ｾﾞｵﾗｲﾄ200ｇ/日 

無添加 

4,300Bq /日 

移行係数 分配率％ 

減少 

移行係数（Fm：Bq/day ） ＝牛乳1リットルのセシウム濃度/１日に摂取したセシウム量 

分配率 ＝1日の牛乳に含まれるセシウム量/１日に摂取したセシウム量 

（３） 生乳への放射性セシウム移行抑制技術 

・放射性Csの吸着に有効な資材(飼料用のゼオライト)を1日あたり200g飼料に

混合して給与することにより、生乳への放射性セシウムの移行を抑制できる。 

※飼料の放射性Cs濃度を測定し、泌乳牛が摂取する放射性Cs量を管理する。 



y = 0.0046x

（IAEA平均の移行係数）
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（４） 生乳への放射性ｾｼｳﾑの移行抑制効果 

• 吸着資材を用いた場合と用いない場合の比較 



（１） 放射性セシウムを含む飼料の給与・中断による繁殖雌牛の 
   尿中放射性セシウム濃度の推移 

【Ｈ２３年度報告】 

①血液中と筋肉中放射性Cs濃度に高い相関 （決定係数R2=0.6388） 

②清浄飼料に切り替え後、血液中放射性セシウム（以下「Cs」）濃度は急激に
低下し、3ヶ月経過すると10Bq/kgを下回った。 

③血液中放射性Ｃｓ濃度は筋肉の1/20～1/30と低い 

【状況の変化】 
食肉の放射性Cs規制値が厳格化（500Bq/kg→100Bq/kg） 

低濃度の筋肉中放射性Ｃｓを
推定するためには、大量の血
液・長い分析時間が必要 

•血液ではなく尿で筋肉中放射性Cs濃度
の推定を試みる 

•その一環として今回の試験では、尿中
放射性Ｃｓ濃度の推移を調査 

•血液と比べ尿は放射性Cs濃度が高いため測定が容易 
•大量に採取しても牛への負担が軽く、濃度が低い場合は大量に採取して濃縮できる 
•血液と異なり獣医師でなくても採取できる 

尿を使うことの利点 

９ 肉牛に関する試験について 



（２) 試験飼料の給与方法等 

 １）調査期間  

平成23年12月12日～平成24年9月4日 

 ２）調査場所 畜産研究所 馬和牛舎 

 ３）調査項目 
血液・尿中放射性Cs濃度 

試験飼料（現物）の放射性Cs濃度 

(分析時間：血液10,800秒、尿7,200～10,800秒、牧草5,400秒) 

Ａ群 繁殖雌牛 4頭 

Ｂ群 繁殖雌牛 4頭 

清浄飼料 

試験飼料 
（放射性Ｃｓ含む） 

試験飼料８ｋｇ/頭・日 
（放射性Ｃｓ含む） 

清浄飼料 

清浄飼料 

※試験飼料： H23年畜産研究所内産1番草 

（牧草現物中の137Cs濃度 753～1,311Bq/kg） 

H23.8.12 H23.12.13 H24.4.1 



（３） 試験結果（その１） 

• 放射性セシウムを含む飼料の摂取を開始すると、尿中137Cs
は給与開始後10日程度で急激に上昇し、その後は飼料中 
137Csの濃度の変化を反映し推移する。 

 

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

0

100

200

300

400

500

600

5 15 25 35 45 55 65 75 85 95 

牧
草
（
現
物
）
中

1
37

C
s（

B
q

/k
g)

尿
中

1
3

7
C

s(
B

q
/k

g)

経過日数
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（４）試験結果（その２） 

• 清浄飼料での飼い直し期間が経過した牛を調べる場合、血
液より放射性セシウム濃度の高い尿の方が長期間検出可
能。 
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（５）試験結果（その３） 

• 放射性セシウムを含む飼料の摂取を中断すると、尿中137Cs
は中断直後10日間と中断後44日目移行で異なる生物学的
半減期で減衰し、その推移は2つの指数関数の和で近似す
ることができる。 
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 １０ 結びに 

 東日本大震災及び東京電力第1発電所の事故発生以降、災害対処のた
め、職員の派遣や物資提供など、全国から多大なるご協力・ご支援を
いただいておりますことに、この場をお借りし、深く感謝申し上げま
す。 

 

 また、試験研究実施にあたり、（独）農研機構畜産草地研究所（那
須研究拠点 含む）を初め、東北農業研究センター 、（独）家畜改良
センター、（財）畜産環境整備機構、（独）放射線医学総合研究所、
学習院大学、東北大学、福島大学等多くの機関の皆様からご指導をい
ただきました。心から御礼申し上げます。 

 

 今後とも、関係機関と緊密に連携しながら、県土の再生、農業畜産
の復興のための取組みを進めてまいります。 

 

 今後とも皆様からのご支援をよろしくお願いいたします。 


